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編 集 後 記

　早いもので 2022 年も半ばにさしかかろうとして
います．新型コロナウイルス感染症はいったいいつ
収まるのか，自由に海外旅行や学会出席ができる日
はくるのか．新型コロナウイルス感染症がいかに多
くの楽しみをわれわれから奪ったことか，考えてし
まいます．
　さて，本号の特集は，「小児医療，移行医療への公
的支援――制度の概念と具体的な運用」です．小児
科医にとって，必須の知識です．「小児領域の公費負
担医療制度」では，公費負担の制度について，わか
りやすく概説していただきました．「小児慢性特定
疾病対策および難病対策」では，小児慢性特定疾病
対策と難病対策の両制度について詳しく記載してい
ただきました．「特別児童扶養手当」では，他の助成
と並行して受給可能な本制度の特色について解説を
いただきました．「自立支援医療（育成医療）」では，
育成医療の特色について，また本制度の選択に際し
ての注意点などを記載していただきました．「障害
年金」は重度の障害をもった子どもが成人になって
働けない場合に支えとなる制度で，小児科医にあま
りなじみがないかもしれませんが，患者にとって重

要な制度です．これらの公的支援をうまく利用し
て，わが国の子どもたちが，よりよい医療を安心し
て受けられるために，われわれ小児科医が知ってお
くべき重要な知識が満載です．
　綜説では，「突発性発疹の年長化」と「小児がん内
分泌診療」についてまとめていただきました．また，
オピニオンでは，「転倒・転落防止に関する質問調
査」と題し，院内転倒事故の防止に向けた取り組み
についての提言をしていただきました．経験では，
Klinefelter 症候群の患者と家族に対する遺伝カウン
セリングの経験について述べていただきました．
　症例報告では，4 篇の症例報告論文が載っていま
す．目で見る小児科では，「特発性舌下神経麻痺の 1
例」をいただきました．連載「最近の外国業績より」
では，日本医科大学小児科教室から血液に関する論
文を紹介いただきました．
　以上，非常に充実した，日常診療に役立つ内容に
なっていますので，ご一読くださいますようお願い
いたします．
 （中西　敏雄）
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